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　コ
rl
ハリ
ンン

・
リ
ー
ガ
ム
著

・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
』

　
一
　
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
と
き
に
は
ナ
シ
コ
ナ
リ
ズ
ム
、
ト
巧
イ

バ
リ
ズ
ム
と
と
も
に
ア
フ
リ
ヵ
の
政
治
運
動
を
規
定
す
る
三
大
潮
流
の
一
つ
に



か
ぞ
え
ら
れ
．
ま
た
と
き
に
は
現
代
中
立
主
義
の
ア
フ
リ
カ
的
基
盤
と
し
て
理

解
さ
れ
、
さ
ら
に
は
ま
た
バ
ル
カ
ン
化
さ
れ
た
現
状
を
克
服
し
つ
つ
近
代
化
を

お
し
す
す
め
る
た
め
の
指
導
的
理
念
と
し
て
受
け
と
ら
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
パ

ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
対
内
的
に
は
ア
フ
リ
カ
の
綜
合
的
近
代
化
促
進
の

た
め
の
饗
導
原
理
で
あ
り
、
対
外
的
に
は
ア
フ
リ
カ
の
自
己
主
張
の
理
念
的
発

現
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
現
代
ア
フ
リ
カ
の
問
題
は
、
抽
象
的
次
元
に
お

い
て
は
す
べ
て
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
ワ
ク
内
で
解
決
の
方
向
を
み
い
だ

そ
う
と
し
て
い
る
と
い
つ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
よ
う

な
漠
然
た
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
あ
つ
て
も
、
具
体
的
な
問
題
の
処
理
に
あ
た
っ

て
は
、
国
に
よ
り
あ
る
い
は
指
導
者
に
よ
り
、
翻
導
原
理
と
し
て
の
パ
ン
・
ア

フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
具
体
的
適
用
な
い
し
解
釈
が
異
っ
て
く
る
の
は
当
然
で
あ

る
。
か
く
て
、
「
ア
フ
リ
カ
の
統
一
」
と
い
う
抽
象
的
原
理
の
実
践
を
め
ぐ
っ

て
、
現
代
の
ア
フ
リ
カ
は
ま
さ
に
「
百
家
争
鳴
」
的
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
の

で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
、
運
動
と
し
て
の
具
体
性

を
捕
捉
し
整
理
す
る
こ
と
は
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
、
と
い
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
う
し
た
観
点
か
ら
み
る
と
き
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
「
パ
ン
・
ア
フ

リ
カ
ニ
ズ
ム
」
は
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
る
同
運
動
の
発
展
過
程
を
極
め
て
要

領
よ
く
あ
と
づ
け
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
現
代
に
い
た
つ
て
い
ち
じ
る
し
く

多
元
化
的
傾
向
を
示
し
て
い
る
同
運
動
に
対
し
て
一
応
交
通
整
理
の
役
を
は
た

し
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
か
な
り
た
か
く
評
価
さ
れ
て
も
い
い
で
あ
ろ
う
。
た

だ
、
副
題
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
本
書
は
あ
く
ま
で
も
「
ガ
イ
ド
・
ブ
ッ

ク
」
で
あ
り
、
し
か
も
著
者
の
意
図
が
「
自
説
を
展
開
す
る
こ
と
な
し
に
、
で

き
る
か
ぎ
り
客
観
的
に
記
述
す
る
」
（
コ
一
＝
頁
）
こ
と
に
あ
る
た
め
、
か
な
ら

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

ず
し
も
間
題
点
を
多
く
ふ
く
ん
で
い
る
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ

は
、
こ
の
場
合
あ
く
ま
で
も
著
者
の
設
定
し
た
ワ
ク
の
な
か
で
本
書
を
評
価
す

べ
き
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
数
少
い
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
基
本
文
献
の

一
つ
で
あ
る
ジ
ョ
！
ジ
・
パ
ド
モ
ア
（
Ω
8
夷
。
℃
＆
ヨ
。
お
）
の
「
パ
ン
・
ア
フ
リ

カ
ニ
ズ
ム
か
共
産
主
義
か
？
」
（
評
㌣
＞
窪
β
畠
ヨ
自
O
。
ヨ
目
茸
凶
聾
評
些
Φ
8
－

昌
夷
弩
信
器
一
。
穿
》
窪
8
」
3
3
が
、
実
際
に
運
動
に
参
加
し
た
黒
人
の
体

臭
を
か
な
り
つ
よ
く
に
じ
ま
せ
て
い
る
の
と
対
比
し
て
考
え
れ
ば
、
客
観
的
記

述
に
徹
し
よ
う
と
い
う
著
者
の
意
図
自
体
も
有
意
義
な
も
の
と
し
て
受
け
と
ら

れ
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
著
者
コ
ー
リ
ン
・
リ
！
ガ
ム
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
現
代
ア
フ
リ
カ
の
研

究
家
と
し
て
、
数
冊
の
代
表
的
著
作
と
と
も
に
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
。

　
な
お
本
書
は
二
部
か
ら
な
つ
て
お
り
、
第
一
部
で
は
、
西
イ
ン
ド
諸
島
（
と

く
に
ジ
ャ
マ
イ
ヵ
）
、
ア
メ
リ
カ
の
黒
人
運
動
と
し
て
発
生
し
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

ア
メ
リ
カ
で
発
展
し
、
こ
ん
に
ち
ア
フ
リ
カ
で
花
を
さ
か
せ
よ
う
と
し
て
い
る

パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
歴
史
的
あ
と
づ
け
を
お
こ
な
い
、
第
二
部
で
は
、

関
係
会
議
の
決
議
・
宣
言
を
は
じ
め
二
五
に
の
ぽ
る
資
料
を
収
録
・
提
示
し
て

い
る
。
以
下
本
書
の
構
成
を
目
次
で
示
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
。
、
ン

第第第第第第
：六五四三二一
早早早早早早

ノ
　
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
萌
芽

そ
の
分
散
的
成
長
、
　
一
九
〇
〇
～
一
九
五
八

ア
フ
リ
カ
ヘ
の
回
帰
、
　
一
九
五
八
～
一
九
六
ニ

ア
フ
リ
カ
諸
国
の
再
集
団
化

ア
フ
リ
カ
労
働
者
の
分
裂

文
化
と
政
治
・
黒
い
オ
ル
フ
ェ
の
分
裂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
三

（
三
五
七
）



　
　
　
　
紹
介
と
批
評

　
第
七
章
　
現
代
の
政
治
理
念

　
第
八
章
　
結
論

　
附
編
　
資
料

　
二
第
一
章
の
冒
頭
で
、
著
者
は
ケ
ニ
ヤ
の
有
力
な
指
導
者
で
あ
る
ト
ム
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ゴ
セ
ノ
ト
リ
ノ
ク

ム
ボ
ヤ
の
言
葉
を
引
用
し
っ
つ
、
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
自
己
中
心
的
な

性
格
を
う
き
ぼ
り
に
す
る
。
「
西
欧
も
ソ
連
も
同
じ
眼
鏡
で
ア
フ
リ
カ
を
み
て

い
る
。
親
西
欧
か
、
親
共
か
と
い
う
二
分
法
の
眼
鏡
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
で

は
ア
フ
リ
カ
の
現
実
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ア
フ
リ
カ
人
は
親
西
欧

で
も
な
け
れ
ば
親
共
で
も
な
い
。
か
れ
ら
は
親
ア
フ
リ
カ
な
の
で
あ
る
」
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヌ
　
　
ス

う
い
つ
た
か
た
ち
の
自
己
主
張
が
、
ア
フ
リ
カ
の
指
導
者
た
ち
の
双
面
神
的
な

姿
勢
を
う
む
の
で
あ
る
が
、
著
者
に
よ
れ
ば
、
ア
フ
リ
カ
の
利
益
こ
そ
最
高
の

も
の
で
あ
る
と
い
う
か
れ
ら
の
確
信
は
、
ま
さ
に
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の

性
格
そ
の
も
の
を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
示
し
た
も
の
で
あ
る
（
一
三
～
一
四

頁
）
。
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
性
格
を
も
つ
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
本
質

は
い
つ
た
い
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
著
者
は
、
実
践
的
側
面
に
お
い

て
は
そ
れ
は
指
導
原
理
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
本
質
的
に

は
「
理
念
と
情
緒
の
運
動
」
で
あ
る
と
規
定
し
．
一
種
の
弁
証
法
的
発
展
過
程

を
た
ど
る
が
ゆ
え
に
、
あ
る
意
昧
で
は
社
会
主
義
や
世
界
連
邦
に
も
た
と
え
ら

れ
る
が
、
本
来
排
他
的
な
性
格
を
も
つ
と
こ
ろ
か
ら
、
他
の
す
べ
て
の
運
動
と

区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
べ
て
い
る
（
一
四
頁
）
。
し
か
し
、
し
い
て

類
似
性
を
も
つ
た
運
動
を
も
と
め
れ
ば
、
そ
れ
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
シ
オ
ニ
ズ
ム
で

あ
る
。
類
似
点
と
し
て
は
、
い
ず
れ
も
故
国
で
は
じ
ま
つ
た
も
の
で
は
な
い
こ

と
、
人
種
的
な
努
力
の
集
中
化
と
人
種
的
源
泉
の
認
識
と
を
目
指
し
て
い
た
こ

一
二
四

（
三
五
八
）

と
が
あ
げ
ら
れ
る
（
一
四
貞
）
．

　
つ
い
で
著
者
は
、
ど
の
よ
う
な
情
緒
的
要
素
が
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
理

念
の
根
元
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
つ
た
か
を
、
黒
人
の
詩
や
文
章
を
豊
富
に
引
用

し
つ
つ
明
ら
か
に
す
る
。
以
下
そ
れ
ら
の
情
緒
的
要
素
を
列
挙
す
れ
ば
、

七六五四三二一
と
な
る

ー
ル
の
い
わ
ゆ
る

も
つ
影
響
力
」

徐
々
に
形
成
さ
れ
て
い
つ
た
パ
ン
・

リ
で
開
催
さ
れ
た
第
一
回
バ
ン
・
ア
フ
リ
カ
会
議
を
契
機
と
し
て
、

運
動
の
か
た
ち
を
と
つ
て
登
場
し
て
く
る
の
で
あ
る
が
、

○
○
～
一
九
五
八
年
ま
で
の
運
動
の
流
れ
が
概
観
さ
れ
る
。

第
一
回
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
会
議
を
主
催
し
た
ト
リ
ニ
ダ
ッ
ド
出
身
の
弁
護
士

H
・
シ
ル
ヴ
ェ
ス
タ
ー
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
の
功
績
は
無
視
し
え
な
い
が
、
最
高

の
指
導
者
と
な
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
生
れ
の
混
血
ニ
グ
ロ
で
あ
る
デ
ュ
ボ
ア
博
士

に
指
を
く
つ
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
か
れ
こ
そ
は
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
文

学
的
潮
流
と
政
治
的
潮
流
と
を
接
合
さ
せ
た
人
物
だ
か
ら
で
あ
る
（
二
四
頁
）
。

異
国
で
の
流
浪
の
哀
感

西
欧
に
対
す
る
愛
憎

黒
人
の
連
帯
感

劣
等
感

劣
等
感
の
排
除
・
皮
膚
の
色
に
対
す
る
誇
り

失
わ
れ
た
過
去
へ
の
感
慨

ア
フ
リ
カ
の
個
性

（
一
五
～
二
一
頁
）
。
こ
れ
ら
の
諸
要
素
の
共
通
分
母
は
、
エ
メ
・
セ
ゼ

　
　
　
　
「
植
民
地
的
、
半
植
民
地
的
な
い
し
擬
似
植
民
地
的
状
況
が

　
　
　
に
対
す
る
有
色
人
種
の
反
乱
で
あ
つ
た
（
一
二
頁
）
。
こ
う
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
一
九
〇
〇
年
に
パ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
具
体
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
章
で
は
、
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
間
に
あ
っ
て



か
れ
は
「
有
色
人
種
向
上
の
た
め
の
国
民
協
会
」
（
N
A
A
C
P
）
を
組
織
し
．

パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
出
版
物
「
危
機
」
を
編
集
し
、
権
利
の
平
等
を
さ

け
ん
で
積
極
的
な
闘
争
を
展
開
し
た
（
二
五
頁
）
。
こ
れ
に
対
し
て
ジ
ャ
マ
イ
カ

出
身
の
黒
人
マ
ー
カ
ス
・
ガ
ー
ヴ
ェ
イ
は
、
一
九
二
〇
年
代
に
ア
メ
リ
カ
で

「
ア
フ
リ
カ
に
か
え
れ
」
運
動
を
展
開
し
て
デ
ュ
ボ
ア
と
対
立
し
た
（
二
六
頁
）
。

こ
う
し
て
、
こ
の
時
期
の
前
半
は
西
イ
ン
ド
諸
島
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
バ

ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
理
念
が
つ
ち
か
わ
れ
、
そ
の
理
念
は
バ
ン
・
ア
フ
リ

カ
会
議
を
通
じ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
、
さ
ら
に
ア
フ
リ
カ
人
学
生
を
通
じ
て
ア
フ

リ
カ
に
伝
達
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
二
六
～
二
七
頁
）
。
こ
の
間
バ
ン
・
ア
フ
リ
カ

会
議
は
第
二
回
－
一
九
一
九
年
パ
リ
、
第
三
回
－
一
九
一
二
年
ロ
ン
ド
ン
・
ブ

ラ
ッ
セ
ル
、
第
四
回
ー
一
九
二
四
年
買
ン
ド
ン
・
リ
ス
ボ
ン
、
第
五
回
ー
一
九

二
七
年
ニ
ュ
ー
ヨ
：
ク
、
と
比
較
的
ひ
ん
ば
ん
に
開
か
れ
た
が
、
と
く
に
第
四

回
会
議
に
は
H
・
G
・
ウ
ェ
ル
ズ
、
H
・
ラ
ス
キ
等
も
出
席
し
、
ラ
ム
ゼ
ー
・

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
よ
せ
ら
れ
る
な
ど
、
西
欧
知
識
人
・
政
治
家

の
関
心
も
つ
よ
ま
つ
て
ぎ
た
（
二
九
頁
）
。

　
さ
ら
に
一
九
三
六
年
以
後
に
な
る
と
、
バ
ソ
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
舞
台
は

イ
ギ
リ
ス
に
う
つ
り
、
共
産
主
義
か
ら
転
向
し
て
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
手
を
き
つ

た
黒
人
G
・
パ
ド
モ
ア
、
G
・
L
・
R
・
ジ
ェ
イ
ム
ス
、
お
よ
び
シ
ェ
ラ
レ
オ

ネ
の
労
組
指
導
者
ウ
ォ
ー
ラ
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ソ
等
を
中
心
に
運
動
が
す
す
め
ら

れ
る
こ
と
と
な
つ
た
（
三
〇
頁
）
。
こ
の
時
期
か
ら
第
二
次
大
戦
に
か
け
て
、
バ

ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
は
転
機
を
む
か
え
、
黒
人
の
イ
ン
テ
リ
た
ち
が
ヨ
ー
・

ッ
パ
の
政
治
理
論
や
政
治
制
度
ー
自
由
主
義
・
社
会
主
義
・
共
産
主
義
・
無

政
府
主
義
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
等
1
を
詳
細
に
研
寵
し
嫁
じ
め
る
と
と
も
に
、
自
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評

国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
実
践
化
に
着
手
す
る
に
い
た
つ
た
の
で
あ
る
（
一
一
コ

頁
）
。

　
第
二
次
大
戦
終
結
直
後
の
一
九
四
五
年
十
月
マ
ソ
チ
ェ
ス
タ
ー
で
開
か
れ
た

第
六
回
会
議
は
、
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
を
さ
ら
に
い
ち
ど
脱
皮
さ
せ
た
。

す
な
わ
ち
、
「
ア
フ
リ
カ
の
黒
人
」
　
の
勢
力
が
つ
よ
く
な
つ
た
の
で
あ
る
。
む

ろ
ん
デ
ュ
ボ
ア
博
士
を
中
心
と
す
る
ア
メ
リ
カ
の
黒
人
、
パ
ド
モ
ア
、
ジ
ェ
イ

ム
ス
な
ど
西
イ
ン
ド
諸
島
黒
人
の
勢
力
も
存
在
し
て
は
い
た
が
、
　
エ
ン
ク
ル

マ
、
ケ
ニ
ヤ
ッ
タ
、
ウ
ォ
ー
ラ
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
ア
フ
リ
カ

黒
人
の
占
め
る
比
重
の
増
大
は
注
目
す
べ
き
も
の
を
も
つ
て
い
た
。
か
く
て
運

動
方
針
そ
の
も
の
も
、
従
来
の
受
動
的
な
も
の
か
ら
積
極
的
な
も
の
へ
と
変
化

し
て
い
つ
た
の
で
あ
る
。
著
者
は
こ
こ
で
、
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
理
念

の
成
長
を
示
す
指
標
と
し
て
、
「
一
人
人
票
”
普
通
選
挙
」
の
要
求
、
「
経
済
的

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
こ
そ
真
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
で
あ
る
」
と
い
う
主
張
、
「
私
的
利

潤
の
追
求
の
み
を
目
標
と
し
た
私
有
財
産
・
私
企
業
の
支
配
」
に
対
す
る
非

難
、
「
バ
ン
ド
ン
精
神
」
の
承
認
等
を
あ
げ
て
い
る
（
＝
二
⊥
二
二
頁
）
。
か
く

て
、
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
は
黒
人
イ
ン
テ
リ
や
ア
フ
リ
カ
人
留
学
生
の
た

ん
な
る
観
念
の
所
産
で
は
な
く
な
り
、
ア
フ
リ
カ
の
土
壌
に
移
植
さ
れ
て
誇
り

と
力
と
独
立
を
と
り
も
ど
す
た
め
の
指
導
原
理
へ
と
発
展
し
た
（
三
三
頁
）
。
こ

れ
以
後
一
九
五
五
年
の
バ
ン
ド
ン
会
議
を
通
じ
て
ア
ジ
ア
諸
国
と
、
一
九
五
七

年
の
第
一
回
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
連
帯
会
議
を
通
じ
て
そ
れ
を
主
催
し
た
エ
ジ

プ
ト
と
、
そ
れ
ぞ
れ
精
神
的
な
つ
な
が
り
を
つ
く
り
あ
げ
た
が
（
三
九
～
四
〇

頁
）
、
　
バ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
が
名
実
と
も
に
完
全
に
ア
フ
リ
カ
の
土
壌
に

移
植
さ
れ
た
こ
と
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
は
、
一
九
五
八
年
に
ガ
：
ナ
の
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
五
　
　
　
（
三
五
九
）
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都
ア
ク
ラ
で
開
か
れ
た
第
一
回
ア
フ
リ
カ
諸
国
会
議
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
同
会
議
に
参
加
し
た
八
力
国
の
う
ち
ブ
ラ
ッ
ク
・
ア
フ
リ
カ
は
ガ
ー
ナ
・

リ
ベ
リ
ア
の
二
国
に
す
ぎ
な
か
つ
た
（
当
時
そ
れ
以
外
に
独
立
国
は
存
在
し
な
か

つ
た
）
が
、
こ
れ
に
よ
つ
て
、
サ
ハ
ラ
砂
漠
と
い
う
自
然
的
障
壁
・
文
化
的
異

質
性
な
ど
を
の
り
こ
え
、
北
ア
フ
リ
カ
の
ア
ラ
ブ
諸
国
と
と
も
に
「
ア
フ
リ
カ

の
統
合
」
へ
す
す
む
き
つ
か
け
を
つ
く
り
あ
げ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
ア
フ
リ

カ
は
統
合
の
た
め
の
中
核
を
え
た
ば
か
り
か
、
同
会
議
が
大
陸
の
解
放
を
宣
言

し
た
こ
と
に
よ
つ
て
、
反
植
民
地
主
義
闘
争
に
対
し
て
内
部
か
ら
の
支
援
を
あ

た
え
う
る
こ
と
と
な
つ
た
。
ま
た
「
ア
フ
リ
カ
の
個
性
」
を
対
外
的
に
主
張
す

る
こ
と
に
よ
つ
て
「
ア
フ
リ
カ
的
ノ
ン
・
ア
ラ
イ
ソ
メ
ン
ト
政
策
」
を
う
ち

だ
し
た
の
も
こ
の
会
議
で
あ
つ
た
（
四
一
～
四
二
頁
）
。
そ
の
後
も
同
会
議
は
、

第
二
回
－
一
九
六
〇
年
ア
ジ
ズ
・
ア
ベ
バ
、
第
三
回
－
一
九
六
一
年
ブ
ラ
ザ
ビ

ル
、
第
四
回
ー
一
九
六
一
年
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
、
第
五
回
i
一
九
六
一
年
モ
ン
・

ビ
ア
、
と
っ
づ
け
て
開
か
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
非
政
府
的
な
レ
ベ
ル
で
の
組

織
と
し
て
、
全
ア
フ
リ
カ
人
民
組
織
（
A
A
P
O
）
が
一
九
五
八
年
に
ア
ク
ラ

で
結
成
さ
れ
、
「
ア
フ
リ
カ
自
由
諸
国
共
同
体
」
を
究
極
目
標
と
し
て
活
動
し

て
い
る
（
四
二
～
四
三
頁
）
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
て
ア
フ
リ
カ
の
土
壌
に
移
植
さ
れ
、
具
体
性
が
要
求
さ
れ

て
く
る
と
、
そ
の
解
釈
・
実
践
を
め
ぐ
つ
て
、
ア
フ
リ
カ
内
部
に
分
裂
が
生
じ

て
く
る
。
　
一
九
六
〇
年
十
月
に
旧
仏
領
ア
フ
リ
カ
諸
国
が
あ
つ
ま
つ
て
開
い
た

ブ
ラ
ザ
ビ
ル
会
議
は
、
決
定
的
分
裂
の
端
緒
を
な
す
も
の
で
あ
つ
た
。
同
会
議

の
具
体
的
な
議
題
は
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
問
題
　
コ
ン
ゴ
問
題
、
モ
リ
タ
　
ア
独
立

問
題
等
で
あ
つ
た
が
、
こ
れ
に
刺
激
を
う
け
て
翌
一
九
六
一
年
一
月
に
モ
・
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
工
ハ
　
　
　
　
（
コ
コ
ハ
○
）

コ
の
主
催
で
ガ
ー
ナ
、
ギ
ニ
ア
、
マ
リ
、
ア
ラ
ブ
連
合
、
リ
ビ
ア
、
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
臨
時
政
府
の
代
表
が
出
席
し
て
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
会
議
を
開
ぎ
、
同
様
の
議

題
を
め
ぐ
つ
て
結
束
を
か
た
め
た
。
一
方
ブ
ラ
ザ
ビ
ル
派
は
リ
ベ
リ
ア
、
ナ
イ

ジ
ェ
リ
ア
、
そ
れ
に
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
派
か
ら
離
脱
し
た
リ
ビ
ア
等
八
力
国
を
く

わ
え
て
、
一
九
六
一
年
五
月
モ
ン
ロ
ビ
ア
派
を
結
成
し
、
以
後
、
こ
ん
に
ち
に

い
た
る
ま
で
、
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
、
モ
ン
ロ
ビ
ア
両
派
は
ア
フ
リ
カ
を
二
分
し
た

か
た
ち
で
対
峙
し
て
い
る
。
ア
フ
リ
カ
の
統
合
と
い
う
も
つ
と
も
重
大
な
問
題

に
つ
い
て
の
両
派
の
基
本
的
態
度
は
ど
う
か
と
い
え
ば
、
モ
ン
ロ
ビ
ア
派
が

「
現
在
あ
る
ア
フ
リ
カ
の
主
権
国
家
を
政
治
的
に
統
合
し
て
し
ま
う
こ
と
で
は

な
く
、
ア
フ
リ
カ
の
連
帯
と
い
う
点
か
ら
の
、
希
求
と
行
動
の
統
一
を
も
た
ら

そ
う
」
と
考
え
て
い
る
の
に
対
し
て
、
カ
サ
ブ
ラ
ソ
カ
派
は
「
ア
フ
リ
カ
諸
国

の
有
効
な
協
調
形
態
を
っ
く
り
だ
そ
う
」
と
い
う
、
一
歩
す
す
ん
だ
主
張
を
展

開
し
て
い
る
（
五
六
頁
）
。
し
か
し
両
派
に
属
し
て
い
る
国
の
指
導
者
た
ち
が
す

べ
て
同
じ
見
解
を
わ
か
ち
も
つ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
カ
サ
ブ
ラ

ン
カ
派
内
部
で
も
、
　
「
い
ま
た
だ
ち
に
強
力
な
政
治
的
統
合
が
必
要
で
あ
ウ
、

単
一
の
連
邦
政
府
の
も
と
に
統
一
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
エ
ソ
ク

ル
マ
の
主
張
と
他
の
指
導
者
の
主
張
と
の
あ
い
だ
に
は
か
な
り
の
距
離
が
あ
る

（
五
七
頁
）
し
、
モ
ン
・
ピ
ア
派
に
属
す
る
オ
ク
パ
ラ
の
「
ア
フ
リ
カ
連
邦
」
論

も
、
ア
フ
リ
カ
の
統
合
に
つ
い
て
相
当
明
確
な
線
を
う
ち
だ
し
て
い
る
（
五
八

～
五
九
頁
）
。
さ
ら
に
著
者
は
一
応
の
整
理
を
あ
た
え
る
意
味
で
両
派
の
性
格

分
析
を
こ
こ
ろ
み
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
派
は
「
民
主
主
義
的
中

央
集
権
主
義
の
理
念
を
か
ざ
し
た
革
命
家
の
グ
ル
㌧
フ
」
で
あ
り
、
モ
ン
・
ビ

ア
派
は
「
漸
進
的
な
改
良
主
義
者
」
か
ら
な
っ
て
い
る
。
改
良
主
義
者
た
ち



ぽ
、
民
族
主
義
運
動
の
段
階
で
ば
急
進
的
で
あ
る
が
、
独
立
を
達
成
し
た
と
な

れ
ば
も
は
や
急
速
な
社
会
的
・
経
済
的
変
革
を
お
こ
な
お
う
と
は
し
な
い
。
し

た
が
つ
て
、
ア
フ
リ
カ
の
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
近
代
化
の
す
べ
て
を

「
統
合
」
を
通
じ
て
早
急
に
達
成
し
よ
う
と
す
る
「
統
合
論
者
”
革
命
家
」
を

国
際
派
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
改
良
主
義
者
は
国
内
派
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
革
命

家
に
対
抗
す
る
た
め
に
モ
ン
・
ビ
ア
派
を
結
成
し
た
に
す
ぎ
な
い
（
六
二
～
六

三
頁
）
。
し
か
し
、
著
者
は
こ
う
し
た
類
別
法
が
絶
対
で
は
な
い
と
の
べ
、
現

代
ア
フ
リ
カ
の
い
ち
じ
る
し
い
流
動
性
を
そ
の
理
由
に
あ
げ
て
い
る
（
六
三
～

六
四
頁
）
。

　
第
四
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
す
す
ん
で
き
た
ア
フ
リ
カ
の
地
域
的
再
統
合
化

が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。
現
在
ア
フ
リ
カ
は
五
六
の
部
分
か
ら
な
つ
て
い
る
が
、

こ
れ
が
ア
フ
リ
カ
人
に
「
帝
国
主
義
者
に
よ
る
バ
ル
カ
ン
化
」
と
し
て
受
け
と

ら
れ
、
そ
れ
を
克
服
す
る
た
め
に
多
く
の
地
域
的
再
統
合
化
が
す
す
め
ら
れ
て

き
た
。
著
者
に
よ
れ
ば
「
分
立
は
損
で
あ
り
、
地
域
的
統
合
化
を
お
し
す
す
め

ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
点
に
関
し
て
は
指
導
者
た
ち
の
間
に
一
致
が
あ
る

が
、
た
だ
そ
の
方
法
を
め
ぐ
つ
て
対
立
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
（
六
五
～
六

六
頁
）
。
以
下
著
者
が
あ
げ
て
い
る
地
域
的
統
合
化
の
具
体
例
を
列
挙
す
れ
ば
、

北
ア
フ
リ
カ
の
「
マ
グ
レ
ブ
連
邦
運
動
」
、
「
ナ
イ
ル
諸
国
連
合
」
、
「
大
ソ
マ
リ

ア
運
動
」
、
東
ア
フ
リ
カ
、
中
部
ア
フ
リ
カ
の
「
東
部
・
中
部
パ
ン
・
ア
フ
リ

カ
運
動
」
、
西
ア
フ
リ
カ
の
「
ガ
ー
ナ
・
ギ
ニ
ア
・
マ
リ
連
合
」
、
旧
仏
領
の

「
ア
フ
リ
カ
・
マ
ル
ガ
シ
ュ
連
合
」
と
な
る
（
六
七
～
八
○
頁
）
。

　
つ
い
で
第
五
章
で
は
ア
フ
リ
カ
労
働
組
合
の
動
き
が
概
観
さ
れ
る
。
パ
ン
・

ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
が
一
九
五
八
年
に
ア
フ
リ
カ
に
回
帰
し
て
い
ら
い
、
そ
の
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介
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、
階
級
版
」
と
も
い
う
べ
き
「
全
ア
フ
リ
カ
労
働
組
合
連
合
」
が
た
だ
ち
に
維

成
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
も
や
は
り
具
休
的
方
策
を
め
ぐ
つ
て
対
立
が
生
じ
、
現

在
同
連
合
は
ア
フ
リ
カ
労
働
組
合
勢
力
の
一
分
派
を
代
表
し
て
い
る
に
す
ぎ
な

い
状
態
に
お
ち
い
つ
て
い
る
（
八
一
頁
）
。
こ
こ
で
著
者
に
し
た
が
つ
て
一
応
ア

フ
リ
カ
労
働
組
合
運
動
の
流
れ
を
追
つ
て
み
る
と
、
ま
ず
一
九
五
六
年
以
後
の

時
期
に
お
い
て
は
、
セ
ク
・
ト
ゥ
ー
レ
を
指
導
者
と
す
る
「
黒
人
ア
フ
リ
カ
労

働
組
合
総
評
議
会
」
が
国
際
自
由
労
連
、
世
界
労
連
、
国
際
キ
リ
ス
ト
教
労
連

等
の
影
響
力
を
排
除
し
つ
つ
、
「
ア
フ
リ
カ
の
個
性
」
を
十
分
に
も
つ
た
労
働

運
動
を
展
開
し
よ
う
と
し
た
点
が
特
徴
的
で
あ
り
（
八
一
～
八
二
頁
）
、
一
九
五

七
年
は
国
際
自
由
労
連
が
世
界
労
連
の
勢
力
を
排
除
し
つ
つ
各
地
域
に
支
部
を

お
い
て
ア
フ
リ
カ
労
働
組
合
へ
の
く
い
こ
み
に
成
功
し
た
年
で
あ
り
、
一
九
五

九
年
以
降
は
、
ノ
ン
・
ア
ラ
イ
ン
メ
ン
ト
の
解
釈
な
ど
を
め
ぐ
り
全
ア
フ
リ
カ

労
働
組
合
連
合
が
分
裂
し
た
時
期
で
あ
る
（
八
三
～
八
八
頁
）
。
こ
う
し
た
内
部

分
裂
は
そ
の
後
ま
す
ま
す
尖
鋭
化
す
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
（
八
八
～
九
一
頁
）

が
、
く
わ
え
て
一
九
六
二
年
一
月
に
は
セ
ネ
ガ
ル
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
ケ
ニ
ア
の

労
働
運
動
指
導
者
が
中
心
と
な
つ
て
ア
フ
リ
カ
労
働
組
合
連
盟
が
組
織
さ
れ
、

ア
フ
リ
カ
の
労
働
運
動
は
ま
す
ま
す
複
雑
化
す
る
傾
向
を
み
せ
は
じ
め
て
い

る
。

　
第
六
章
で
は
、
文
化
と
政
治
と
の
関
係
が
紹
介
さ
れ
る
。
著
者
は
ま
ず
一
九

三
〇
年
代
初
期
に
パ
リ
を
中
心
と
し
て
も
り
あ
が
つ
た
パ
ソ
・
ア
フ
リ
カ
文
芸

運
動
が
、
マ
ル
ク
ス
主
義
と
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ズ
ム
の
混
合
で
あ
つ
た
初
期
の

段
階
か
ら
、
や
が
て
よ
り
精
緻
化
さ
れ
た
「
黒
人
文
化
運
動
」
へ
と
脱
皮
し
て

い
つ
た
過
程
を
要
約
し
（
九
二
～
九
四
頁
）
、
さ
ら
に
そ
れ
が
一
九
五
九
年
以
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
七
　
　
　
（
三
六
一
）
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の
「
黒
人
作
家
芸
術
家
会
議
」
と
し
て
結
実
し
た
事
実
を
指
摘
す
る
（
九
六
頁

以
下
）
。
同
会
議
の
宣
言
は
「
ヨ
i
・
ッ
パ
世
界
と
黒
人
世
界
、
お
よ
び
そ
の

お
の
お
の
が
も
つ
対
立
的
要
素
の
あ
ら
た
な
る
綜
合
」
を
要
求
し
て
い
る
（
九

六
頁
）
が
、
そ
こ
に
も
「
西
欧
世
界
に
対
す
る
黒
人
イ
ン
テ
リ
の
愛
憎
」
が
に

じ
み
で
て
お
り
（
九
八
頁
）
、
そ
れ
が
文
化
変
容
の
問
題
に
関
し
て
「
わ
れ
わ
れ

は
同
化
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
同
化
す
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
…
…
」
と

い
う
、
い
さ
さ
か
神
経
質
な
ま
で
の
自
我
の
主
張
を
か
れ
ら
に
な
さ
せ
て
い
る

（
一
〇
一
頁
）
の
で
あ
る
。
こ
5
し
た
自
我
の
主
張
が
政
治
に
あ
た
え
た
影
響

を
、
マ
ル
ク
ス
主
義
を
例
に
と
つ
て
い
え
ば
、
「
マ
ル
ク
ス
主
義
の
理
念
は
バ

ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
前
衛
の
思
想
に
大
き
く
貢
献
し
、
そ
の
指
導
者
の
な

か
に
は
マ
ル
ク
ス
主
義
者
が
か
な
り
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
…
…
か
れ
ら
は

一
様
に
国
際
共
産
主
義
と
モ
ス
コ
ー
の
指
導
を
拒
否
し
て
い
る
」
（
一
〇
四
頁
）

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
態
度
は
詩
人
で
も
あ
リ
マ
ル
ク
ス
主
義
者
で
も
あ
る
エ

メ
・
セ
ゼ
ー
ル
の
「
わ
た
く
し
は
植
民
地
問
題
を
、
あ
る
種
の
よ
り
重
要
な
世

界
的
規
模
の
問
題
に
従
属
し
た
も
の
と
し
て
と
り
あ
つ
か
う
こ
と
を
こ
の
ま
な

い
」
と
い
う
言
葉
に
よ
つ
て
よ
り
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
（
一
〇
六
頁
）
。
つ
い

で
第
七
章
で
は
、
現
代
の
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
い
く
つ
か
の
政
治
理
念
が
と
り

あ
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
簡
単
に
項
目
だ
け
を
ひ
ろ
つ
て
お
く
に

と
ど
め
る
。
ー
ノ
ン
・
ア
ラ
イ
ン
メ
ン
ト
、
ア
フ
リ
カ
の
個
性
、
ネ
オ
・
コ

ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
、
ア
フ
リ
カ
ン
・
デ
モ
ク
ラ
シ
i
、
一
党
国
家
、
民
主
主
義
的

中
央
集
権
主
義
、
ア
フ
リ
カ
の
法
と
正
義
、
ア
フ
リ
カ
の
社
会
主
義
と
マ
ル
ク

ス
主
義
。

　
さ
て
、
第
八
章
で
著
者
は
、
わ
ず
か
二
頁
ほ
ど
の
結
論
を
も
つ
て
か
ん
た
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
八
　
　
　
　
（
＝
エ
ハ
一
一
）

に
本
書
を
し
め
く
く
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
が
ア
フ

リ
カ
に
移
植
さ
れ
て
四
年
、
運
動
は
発
展
と
と
も
に
分
裂
的
傾
向
を
つ
よ
め
て

き
た
が
、
こ
の
ば
あ
い
争
点
は
あ
く
ま
で
も
「
統
合
の
方
法
」
に
あ
る
の
で
あ

っ
て
、
「
統
合
へ
の
欲
求
」
は
以
前
に
も
ま
し
て
つ
よ
い
も
の
を
も
つ
て
い
る
。

ア
フ
リ
カ
の
基
本
的
問
題
を
解
決
す
る
道
は
、
す
べ
て
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ

ム
に
通
ず
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
「
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
は
反
植
民

地
主
義
闘
争
の
段
階
で
そ
の
限
ら
れ
た
政
治
的
役
割
を
お
え
、
い
ま
や
生
命
力

を
う
し
な
つ
て
し
ま
つ
た
」
と
い
う
一
部
の
論
者
に
は
賛
成
し
が
た
い
、
と
著

者
は
の
べ
て
い
る
。

　
三
　
本
書
の
概
要
は
以
上
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
ま
ず
そ
の
引
用
文
献
の
豊

富
さ
に
敬
意
を
表
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
著
者
の
意
図
し

た
客
観
的
記
述
は
、
資
料
的
に
も
十
分
に
裏
う
ち
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
本
来
極
め
て
漠
と
し
た
「
理
念
と
情
緒
の
運
動
」
で
あ
る
パ
ン
・
ア
フ

リ
カ
ニ
ズ
ム
を
、
多
角
的
手
法
を
も
つ
て
か
な
り
明
確
に
え
が
き
だ
し
た
こ
と

と
と
も
に
、
本
書
を
た
ん
な
る
ガ
イ
ド
・
ブ
ッ
ク
以
上
の
も
の
に
す
る
の
に
役

立
つ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
本
書
が
も
つ
意
義
に
っ
い
て
は
内
容
紹
介
に
さ
き
だ

つ
て
ふ
れ
た
通
り
で
あ
る
か
ら
あ
え
て
く
り
か
え
さ
な
い
が
、
第
二
部
ー
附
編

に
収
録
さ
れ
た
一
四
六
頁
に
も
の
ぽ
る
彪
大
な
関
係
資
料
を
も
含
め
て
、
パ

ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
関
係
の
著
書
が
と
り
わ
け
少
い
現
状
に
お
い
て
は
、
本

書
の
価
値
は
大
い
に
高
い
も
の
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
田
英
郎
）


